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我々は量子処理の基本単位である量子ビット（キュービット）となる、ダイヤモンド中

の単一窒素ドーパント色中心(NV 中心)に付随する電子と核子間の量子インターフェース

について研究している。量子通信の担い手となる光子がエネルギー縮退した偏光を論理キ

ュービット基底として用いるのと同様に、量子処理の担い手となる電子もスピン量子数 S=1

の 3 つのサブ準位のうち、結晶場で大きく分裂した ms=0 を除く ms=±1 部分系を縮退した

論理キュービット基底として用いることにより、エネルギー保存とともに角運動量保存則

とスピン軌道相互作用に基づく偏光選択則を量子処理の基本原理とすることができる[1]。 

一方で、ダイヤモンド中の核スピンは室温でも 1秒以上の量子寿命を持ち、量子メモリ

としての活用が期待される。電子の場合とは異なり、核子は光子との直接相互作用がない

ため、電子-核子間の超微細相互作用を介して光子とのインターフェースをとる必要がある。

我々は、縮退した電子-核子複合量子系におけるマイクロ波偏光による幾何学的量子操作を

用いた電子-核子間の量子もつれを生成する手法を考案し、任意のもつれ状態を実現する研

究を進めている。 

今回我々は、室温環境下の NV 中心縮退キュービットにおける電子-核子磁気二重共鳴

(ENDOR)の最適化による電子-核子量子スワップ操作、電子-核子量子もつれ生成、また直

交位相磁気共鳴法によるマイクロ波偏光を 

用いた電子スピンの操作、さらにこれを 

用いた幾何学的手法による電子-核子間の 

量子もつれ制御について研究成果を報告する。 
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